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御　

挨　

拶

　

広
島
県
立
歴
史
博
物
館
は
、
中
世
の
港
町
・
市
場
町
で
あ
る
草
戸
千
軒
町
（
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時
代
に
か
け
て
繁
栄
し
た
町
）

の
遺
跡
、
近
世
後
期
の
備
後
国
神
辺
（
現
在
の
福
山
市
神
辺
町
）
出
身
の
漢
詩
人
・
儒
学
者
・
教
育
者
で
あ
る
菅
茶
山
の
関
係
資
料
、

日
本
屈
指
の
古
地
図
資
料
を
集
め
た
守
屋
壽
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心
に
、
広
島
県
の
歴
史
と
文
化
を
発
信
す
る
拠
点
と
し
て
、
ま
た
、

生
涯
学
習
の
推
進
施
設
と
し
て
、
地
域
文
化
の
向
上
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
研
究
紀
要
は
、
調
査
研
究
の
成
果
を
広

く
公
開
し
、
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
に
刊
行
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
回
の
研
究
紀
要
に
は
、
重
要
文
化
財
菅
茶
山
関
係
資
料
の
中
か
ら
「
栗
山
堂
餞
筵
詩
画
巻
」
の
翻
刻
と
訳
注
、
広
島

頼
家
に
伝
わ
る
細
川
家
の
犬
追
物
と
上
覧
相
撲
の
図
に
つ
い
て
資
料
の
年
代
を
検
討
し
頼
家
に
伝
来
し
た
経
緯
に
関
す
る
考
察
、

二
篇
の
「
今
中
大
学
日
記
」
を
比
較
す
る
こ
と
で
明
ら
か
と
な
っ
た
特
色
と
両
者
の
関
係
性
、
十
八
世
紀
末
の
縮
景
園
の
景
観
を

描
い
た
『
縮
景
園
図
巻
』
に
記
録
さ
れ
た
縮
景
園
の
改
修
内
容
の
検
証
結
果
、
縮
景
園
の
景
観
を
描
写
し
た
『
縮
景
園
記
』
の
草

稿
で
あ
る
『
縮
景
園
記
稿
本
』
に
関
す
る
資
料
紹
介
、
広
島
頼
家
関
係
資
料
の
中
か
ら
頼
山
陽
の
漢
詩
草
稿
の
訳
注
の
取
組
、
草

戸
千
軒
の
呼
称
に
関
す
る
一
考
察
の
七
編
の
論
考
を
収
録
し
ま
し
た
。

　

あ
ら
た
め
て
、
当
館
の
調
査
研
究
活
動
に
御
支
援
・
御
協
力
を
頂
い
た
多
く
の
方
々
に
感
謝
の
意
を
表
し
、
本
書
が
今
後
と
も

広
く
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
念
願
し
て
、
発
刊
の
御
挨
拶
と
し
ま
す
。

　

令
和
六
年
十
二
月

広
島
県
立
歴
史
博
物
館
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は
じ
め
に

　

本
稿
で
取
上
げ
る
「
今
中
大
学
日
記
」
は
、『
今
中
文
庫
目
録
』（

1
）（

以
下
『
目
録
』
と

い
う
。
）
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
資
料
で
、
同
じ
表
題
で
、
横
帳
（
目
録
番
号　

A
6
―

1
）
と
横
長
帳
（
同　

A
6
―
2
）
の
二
種
類
が
あ
る
。
横
帳
は
五
十
一
冊
、
横
長
帳
は

十
二
冊
か
ら
な
る
。
そ
れ
ぞ
れ
各
冊
に
は
、
年
と
「
日
記
」
の
題
が
記
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
横
帳
に
つ
い
て
は
以
下
、
横
半
帳
と
記
述
し
て
い
る
。

　

今
中
大
学
と
は
、
今
中
相
親
（
天
明
四
年
〔
一
七
八
四
〕
～
安
政
四
年
〔
一
八
五
七
〕
）

の
こ
と
で
、
江
戸
時
代
後
期
の
広
島
藩
で
長
く
年
寄
職
を
務
め
た
重
鎮
の
藩
士
で
あ

る
。
彼
が
遺
し
た
日
記
を
含
む
今
中
家
の
近
世
文
書
史
料
群
に
つ
い
て
は
、
な
が
く

今
中
家
に
伝
世
し
て
き
た
が
、
昭
和
五
〇
年
（
一
九
七
五
）
に
広
島
大
学
に
寄
贈
さ
れ

た
。
先
述
の
『
目
録
』
は
、
そ
れ
ら
の
一
括
史
料
群
の
目
録
で
あ
る
。

　

「
今
中
大
学
日
記
」
に
つ
い
て
は
、『
広
島
県
史　

近
世
2
』
で
は
一
場
面
が
挿
図
と

し
て
使
用
さ
れ
る
（
2
）

な
ど
活
用
も
さ
れ
て
い
た
が
、
内
容
に
関
す
る
検
討
や
全
文
の

翻
刻
等
が
行
わ
れ
た
形
跡
は
な
く
、
史
料
の
説
明
に
つ
い
て
は
『
目
録
』
所
収
の
解
説

（
3
）

に
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
横
長
帳
は
「
日
記
（
＝
横
半
帳
、
引
用
者

注
）か
ら
必
要
事
項
を
抜
粋
し
た
」
も
の
と
説
明
さ
れ
、「
ど
う
い
っ
た
事
項
に
つ
い
て
、

特
に
書
き
抜
い
た
の
か
も
今
後
考
究
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
指
摘
が
あ
る
（
4
）

。
た
だ

し
両
日
記
の
記
述
を
具
体
的
な
分
析
し
た
形
跡
は
見
ら
れ
な
い
。

　

ま
た
、
論
文
等
で
の
引
用
は
、
森
本
幾
子
氏
が
天
保
期
の
二
葉
山
御
社
造
営
事
業

に
つ
い
て
の
経
緯
や
背
景
な
ど
を
検
討
す
る
材
料
と
し
て
引
用
し
た
（
5
）

ほ
か
、
天
保

期
以
降
の
広
島
藩
の
政
権
運
営
に
関
す
る
筆
者
の
論
考
（
6
）

で
部
分
的
な
翻
刻
の
引

用
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
、
こ
の
二
種
類
の
日
記
の
性
格
に
関
す
る
具
体
的
な

分
析
や
両
者
の
関
係
性
に
つ
い
て
の
検
証
は
行
わ
れ
た
形
跡
は
な
く
、
両
者
が
混
同

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
（
7
）

。

　

筆
者
は
こ
の
日
記
史
料
に
つ
い
て
、
横
長
帳
の
全
冊
及
び
補
足
的
に
横
半
帳
の
翻

刻
を
進
め
る
中
で
、
両
者
の
基
本
的
な
資
料
情
報
を
確
認
す
る
と
と
も
に
改
め
て
両

日
記
の
特
色
及
び
両
者
の
関
係
性
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
お
く
べ
き
と
考
え
た
。

こ
れ
が
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

1　
横
半
帳
と
横
長
帳
の
寸
法
、形
状
等 

 　

横
半
帳
の
寸
法
は
、
竪
一
七
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
で
あ
る
。
こ
れ
は
広
島
藩
の
半
紙
（
規
格
は
一
般
に
竪
約
二
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

横
約
三
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
を
四
分
の
一
に
折
っ
て
使
用
し
た
こ
と
を
示
す
。
ま

た
、
厚
み
は
各
冊
で
丁
数
が
異
な
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、
三
三
七
丁
を
綴
じ

て
い
る
天
保
元
年
の
も
の
で
五
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
測
る
。

　

各
冊
の
構
成
は
一
冊
一
年
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
本
来
は
春
（
一
～
三
月
）・
夏

　
二
つ
の
「
今
中
大
学
日
記
」
の
比
較
に
よ
る
両
日
記
の
性
格
と
特
色

久　

下　
　

実

二つの 「今中大学日記」 の比較による両日記の性格と特色
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（
四
～
六
月
）・
秋
（
七
～
九
月
）・
冬
（
十
～
十
二
月
）
の
季
節
単
位
で
作
成
し
て
い
た
よ

う
で
、
四
冊
を
一
年
分
と
し
て
合
装
し
、
表
表
紙
と
裏
表
紙
を
付
け
て
編
綴
さ
れ
て

い
る
。
今
中
相
親
は
二
十
歳
の
と
き
文
化
二
年
に
父
の
跡
目
を
継
い
で
藩
に
召
出
さ

れ
、
奥
小
姓
に
着
任
し
た
。
現
存
す
る
横
半
帳
の
日
記
は
、
そ
の
二
年
後
二
十
二
歳
に

な
る
文
化
四
年
（
一
八
〇
七
）
か
ら
、
七
十
四
歳
で
亡
く
な
る
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）

ま
で
の
五
十
一
年
間
分
、
五
十
一
冊
か
ら
な
る
。
文
化
二
年
と
三
年
の
日
記
は
現
存

し
な
い
が
、
あ
る
い
は
散
逸
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

一
方
の
横
長
帳
は
、
竪
三
四
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
広
島
藩
の
公
用
半
紙
を
二
分
の
一
に
折
っ
て
使
用
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
る
。
丁
数
は
多
い
も
の
で
約
一
八
〇
丁
、
多
く
が
一
二
〇
～
一
四
〇
丁

程
度
か
ら
な
る
。

　

ま
た
、
天
保
六
年
（
一
八
三
五
）
が
単
年
で
一
冊
を
構
成
し
て
い
る
の
を
除
け
ば
、

ほ
か
は
連
続
す
る
二
～
三
年
分
を
一
冊
に
ま
と
め
て
い
る
。

　

今
中
相
親
が
年
寄
に
就
任
し
た
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）と
翌
文
政
六
年
の
合
冊
が

現
存
す
る
最
も
古
い
も
の
で
あ
る
（
8
）

。
横
長
帳
の
作
成
は
、
年
寄
就
任
時
期
の
み
存

在
す
る
こ
と
か
ら
、
横
長
帳
の
作
成
と
年
寄
へ
の
就
任
期
間
に
は
関
連
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
が
、
今
中
文
庫
に
は
続
く
文
政
七
～
十
二
年
（
一
八
二
四
～
二
九
）
ま
で
の
五

年
分
及
び
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
の
横
長
帳
の
日
記
は
現
存
せ
ず
、
こ
れ
ら
は
散
逸

し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
各
冊
の
表
紙
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
と
天
保
元

年
（
文
政
十
三
年
、
一
八
三
〇
）
か
ら
嘉
永
五
年
（
一
八
五
二
）
ま
で
の
十
冊
に
は
表
表

紙
が
付
き
、
収
録
年
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
一
冊
目
」
の
文
政
五
・
六
年
合
冊
と
「
十
二

冊
目
」
の
嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
に
は
表
紙
に
何
も
記
載
さ
れ
な
い
。

2　
横
半
帳
と
横
長
帳
の
記
載
内
容
の
比
較

 

こ
こ
で
は
、
横
半
帳
と
横
長
帳
の
関
係
性
に
つ
い
て
、
サ
ン
プ
ル
的
に
文
政
五
年
と

文
政
十
三
年
（
十
二
月
に
改
元
し
て
天
保
元
年
）
を
取
上
げ
、
両
日
記
に
実
際
に
記
述

さ
れ
た
情
報
量
と
内
容
を
比
較
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
載
事
項
の
特
色
と
、

両
日
記
の
関
係
性
を
検
討
し
た
い
。

　

な
お
、
文
政
五
年
の
今
中
相
親
は
前
年
か
ら
引
続
き
丸
一
年
江
戸
で
の
勤
務
で
あ
っ

た
。
文
政
五
年
の
年
明
け
は
、
相
親
は
用
人
職
を
務
め
て
い
た
。
藩
の
執
政
職
で
あ

り
家
老
を
除
く
家
中
が
昇
進
で
き
る
最
高
位
が
年
寄
で
あ
る
が
、
年
寄
を
補
佐
す
る

の
が
用
人
で
、
相
親
は
文
政
三
年
に
用
人
に
任
命
さ
れ
て
い
た
。
用
人
に
は
次
代
の

年
寄
職
を
嘱
望
さ
れ
る
藩
士
が
任
命
さ
れ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
文
政
五
年
三
月
に
は

相
親
は
年
寄
に
準
ず
る
年
寄
格
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
三
十
七
歳
と
い
う
若
さ
で
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
文
政
九
年
に
年
寄
職
と
な
っ
た
。
文
政
十
三
年
は
、
年
寄
職
と
し
て
年

間
通
じ
て
広
島
で
勤
務
し
て
い
る
。
四
十
五
歳
の
時
で
あ
る
。

 
 

ま
ず
両
日
記
全
体
の
情
報
量
を
比
較
し
た
い
。
表
1
に
示
す
と
お
り
、
文
政
五
年

は
一
月
と
二
月
の
間
に
閏
月
が
あ
る
の
で
十
三
か
月
あ
っ
た
が
、
そ
の
う
ち
大
の
月

が
五
、
小
の
月
が
八
で
、
年
間
日
数
は
三
百
八
十
二
日
で
あ
っ
た
。
横
半
帳
の
日
記
に

は
、
毎
日
何
ら
か
の
記
述
が
記
さ
れ
る
。
総
文
字
数
は
、
約
二
万
二
千
字
で
あ
っ
た
。

一
方
、
横
長
帳
の
日
記
に
は
、
年
間
で
三
十
二
日
分
、
文
字
に
し
て
四
千
五
百
字
ほ
ど

に
留
ま
る
。 

日
数
は
横
半
帳
の
一
割
弱
、
文
字
量
は
二
割
ほ
ど
に
あ
た
る
。

 

一
方
、
文
政
十
三
年
に
も
閏
月
が
あ
り
（
閏
三
月
）
、
大
の
月
が
六
、
小
の
月
が
七

で
、
年
間
三
百
八
十
三
日
で
あ
っ
た
。
横
半
帳
に
は
毎
日
記
述
が
あ
り
、
総
文
字
数

は
約
六
万
五
千
字
と
、
文
政
五
年
の
約
三
倍
に
の
ぼ
る
。
一
方
、
横
長
帳
で
は
、
年
間
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三
十
三
日
分
あ
り
、
文
字
数
は
約
六
千
五
百
字
で
あ
っ
た
。
文
政
五
年
と
比
較
す
る

と
日
数
は
ほ
ぼ
同
じ
で
、
文
字
数
は
約
一
・
五
倍
弱
と
増
え
て
い
る
が
、
両
年
の
横
半

帳
で
の
文
字
量
の
差
に
比
べ
る
と
、
あ
ま
り
大
き
く
増
え
た
印
象
は
な
い
。

　

で
は
、
両
日
記
の
記
述
内
容
に
は
ど
の
よ
う
特
徴
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
表
3
・
表

4
で
確
認
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
二
つ
の
表
は
、
そ
れ
ぞ
れ
文
政
五
年
と
文
政
十
三

年
に
つ
い
て
、
横
長
帳
に
記
載
さ
れ
た
日
の
、
各
日
記
の
日
に
ち
別
の
項
目
数
と
文

字
数
を
カ
ウ
ン
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
横
半
帳
の
項
目
数
に
続
く
（　

）
内
の

数
字
は
、
横
長
帳
の
記
述
内
容
と
同
内
容
と
み
な
し
た
項
目
数
を
記
載
し
て
い
る
。

　

こ
の
二
つ
の
表
を
見
る
と
、
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
な
横
長
帳
は
、「
横
半
帳

の
抄
録
」
と
い
う
理
解
で
は
説
明
が
つ
か
な
い
こ
と
が
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
横
長
帳

の
方
が
横
半
帳
よ
り
も
項
目
数
が
多
い
ケ
ー
ス
と
、
横
半
帳
に
記
さ
れ
る
項
目
数
の

う
ち
横
長
帳
に
同
内
容
が
確
認
で
き
る
項
目
数
よ
り
も
同
日
の
横
長
帳
の
項
目
数
の

方
が
多
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
で
は
、
横
半
帳
に
記
さ
れ
て
い
な
い

情
報
が
横
長
帳
に
は
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る（
こ
れ
ら
を
ま
と
め
て
ケ
ー

ス
a
と
す
る
。
表
中
の
横
半
帳
の
項
目
数
欄
に
網
掛
け
の
日
が
こ
れ
に
該
当
。）。
ま
た
、

横
半
帳
に
記
さ
れ
る
内
容
と
同
じ
内
容
が
横
長
帳
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
文
字

数
で
横
半
帳
を
上
回
る
情
報
が
横
長
帳
に
記
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
で
は
、
横
長
帳
に

は
よ
り
詳
細
な
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る（
こ
れ
を
ケ
ー
ス
b
と
す
る
。

同
様
に
表
中
の
横
長
帳
の
文
字
数
欄
に
網
掛
け
の
日
が
こ
れ
に
該
当
）
。

　

記
述
に
関
す
る
具
体
的
な
検
討
を
始
め
る
前
に
、
ま
ず
は
両
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
概

観
し
て
お
き
た
い
。
文
政
五
年
に
つ
い
て
は
、
三
十
二
か
日
の
記
述
が
あ
る
が
、
ケ
ー

ス
a
に
相
当
す
る
の
が
九
か
日
、
ケ
ー
ス
b
は
十
四
か
日
で
あ
り
、
四
月
七
日
な
ど

両
ケ
ー
ス
が
重
複
す
る
日
も
あ
る
。
少
な
く
と
も
ど
ち
ら
か
に
該
当
す
る
の
は
合
計

で
十
六
か
日
あ
り
、
同
年
の
記
述
の
半
数
に
上
る
。

　

同
様
に
文
政
十
三
年
で
は
全
三
十
八
か
日
の
う
ち
、
ケ
ー
ス
a
が
六
か
日
、
ケ
ー

ス
b
が
十
一
か
日
で
、
少
な
く
と
も
一
方
に
該
当
す
る
の
は
十
四
か
日
あ
る
。
文
政

五
年
ほ
ど
で
は
な
い
が
、
全
体
の
三
分
の
一
を
超
え
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
か
ら
、
横
長
帳
は
「
横
半
帳
か
ら
必
要
事
項
を
抜
粋
し
た
抜
書
き
」
で
あ
る

写真 1　今中大学日記（上が横半帳〔Ａ 6 － 1〕、下が横長帳〔Ａ 6 － 2〕）
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と
い
う
評
価
は
再
検
討
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
（
1
）ケ
ー
ス
a　
横
長
帳
の
み
に
記
さ
れ
る
記
述
の
検
討

　

で
は
、
ど
の
よ
う
な
情
報
が
横
長
帳
の
み
に
記
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ケ
ー
ス
a
の

中
か
ら
両
日
記
の
記
述
内
容
を
比
較
し
て
検
討
す
る
（
紙
面
の
都
合
上
、
翻
刻
文
は

割
愛
し
た
）
。

　
　

文
政
五
年
三
月
十
一
日
条

　

横
半
帳
の
記
載
内
容
か
ら
は
、
こ
の
日
は
、
日
中
に
通
常
の
勤
務
を
行
い
、
夜
に
同

僚
の
沢
井
半
外
ら
が
訪
ね
て
き
た
こ
と
の
み
が
知
れ
る
が
、
横
長
帳
の
記
述
か
ら
は

前
日
に
家
来
や
足
軽
を
増
員
し
た
こ
と
に
伴
う
届
け
（
書
付
）を
こ
の
日
に
藩
に
提
出

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
お
そ
ら
く
は
年
寄
就
任
に
伴
う
増
員
で
あ
ろ
う
が
、
注

目
し
た
い
の
は
、
書
付
と
包
紙
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
写
し
を
掲
載
す
る
と
と
も
に
、

紙
の
種
類
・
形
態
、
包
み
方
の
情
報
も
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
9
）

。
こ
の
日
の
横
半

帳
に
は
、
こ
の
書
付
に
関
す
る
情
報
は
、
一
切
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　
　

文
政
五
年
五
月
二
十
三
日
条

　

こ
の
日
、
自
身
の
改
名
に
つ
い
て
、
正
式
に
藩
か
ら
通
達
が
あ
っ
た
。
横
半
帳
に
は

ご
く
簡
単
に
要
点
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
横
長
帳
に
は
、
改
名
の
通
達
を
受
け

た
際
の
文
言
や
そ
の
後
に
藩
に
提
出
し
た
口
上
之
覚
等
に
つ
い
て
の
情
報
も
記
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
横
半
帳
に
は
、
退
勤
後
に
役
人
全
員
及
び
懇
意
に
し
て
い
る
人
々
か

ら
の
訪
問
が
あ
っ
た
こ
と
が
人
名
と
と
も
に
記
さ
れ
る
。

　
　

文
政
十
三
年
三
月
二
十
六
日
条

　

こ
の
日
の
両
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
内
容
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
。
横
半
帳

で
は
、
毎
日
記
さ
れ
る
出
勤
状
況
の
ほ
か
、
藩
主
の
当
日
の
動
向
、
藩
士
の
処
遇
の
異

表 1　文政 5年の両日記の記述日一覧　　表 2　文政13年の両日記の記述日一覧
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動
に
関
す
る
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
の
横
長
帳
で
は
、
こ
の
日
に
提
出
し
た

相
親
の
息
子
（
養
子
）
富
衛
が
夏
秋
期
に
足
袋
着
用
を
申
請
す
る
た
め
の
書
類
の
体
裁

や
文
面
な
ど
を
控
え
て
再
録
し
て
い
る
。

　
　

天
保
元
年
十
二
月
二
十
八
日
条

　

こ
の
日
の
横
半
帳
の
記
事
は
、
出
勤
状
況
・
国
泰
寺
へ
の
参
拝
・
大
須
賀
村
で
の
火

事
に
つ
い
て
短
く
記
さ
れ
て
い
る
。
一
方
の
横
長
帳
は
、
横
半
帳
と
は
ま
っ
た
く
関

係
が
な
い
記
事
と
な
っ
て
い
る
。
内
容
は
、
相
親
の
義
父
（
妻
の
父
）
に
当
た
る
沢
左

中
か
ら
届
い
た
書
状
の
文
面
の
要
点
を
再
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
藩

士
同
士
の
城
外
で
の
す
れ
違
い
の
際
の
作
法
に
つ
い
て
相
親
が
照
会
し
た
こ
と
に
対

す
る
沢
か
ら
の
回
答
で
あ
っ
た
。

　
（
2
）ケ
ー
ス
b　
横
長
帳
に
詳
細
に
記
さ
れ
る
情
報
の
検
討

　

で
は
、
同
じ
内
容
が
記
さ
れ
な
が
ら
も
、
横
長
帳
の
方
に
よ
り
詳
細
に
記
さ
れ
る

情
報
と
は
、
ど
う
い
っ
た
も
の
な
の
か
。

　
　

文
政
五
年
一
月
一
日
条

　

元
日
の
記
事
で
、
一
見
、
大
き
な
違
い
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
一
言
一
句
一

致
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
横
長
帳
の
方
が
、
服
装
に
つ
い
て
の
記
述
が
加
わ
っ
て
お
り
、

文
字
数
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

　
　

文
政
五
年
三
月
九
日
条

　

こ
の
日
、
今
中
相
親
は
、
年
寄
役
（
一
般
藩
士
の
最
上
位
職
）
へ
任
命
、
六
百
八
十
石

の
加
増
な
ど
、
昇
進
を
告
げ
ら
れ
た
日
で
あ
っ
た
。
両
日
記
に
は
こ
の
異
動
通
知
を

受
け
取
っ
た
時
間
、
場
所
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
同
様
の
情
報
が
記
さ
れ
る
。
横
長

帳
に
は
、
そ
れ
に
加
え
て
通
達
が
行
な
わ
れ
る
前
の
集
合
場
所
等
に
多
少
の
手
違
い

右　表 3　文政 5年の横長帳と横半帳の記事の項目数・文字数の比較
左　表 4　文政13年の横長帳と横半帳の記事の項目数・文字数の比較

文字数は筆者の翻刻による。なお、日付と横半帳に記される

天気は、字数に計上していない。



－ 42 －

広島県立歴史博物館研究紀要第26号

が
あ
っ
た
こ
と
も
記
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
通
達
を
受
け
た
後
、
年
寄
福
地
主
礼
に
対
し

て
相
親
が
行
っ
た
挨
拶
や
相
親
宅
を
訪
問
し
た
福
地
へ
の
接
待
に
つ
い
て
も
、
具
体

的
な
内
容
を
記
し
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
横
長
帳
に
は
「
但
、
此
附
使
者
は
間
違
也
」
と

い
う
記
述
が
あ
る
の
も
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
相
親
が
邸
か
ら
帰
宅
す
る
際
、
福
地

の
家
来
が
使
者
と
し
て
同
伴
し
た
と
の
記
述
（
こ
れ
は
横
半
帳
に
も
見
え
る
。
）
に
書

き
添
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

文
政
五
年
四
月
二
日
条

　

こ
の
日
は
、
身
内
の
親
類
の
う
ち
藩
の
関
係
者
の
一
覧
の
書
付
を
藩
府
に
提
出
し

て
い
る
。
横
半
帳
に
は
、
書
付
を
提
出
し
た
こ
と
に
つ
い
て
の
記
載
の
み
で
あ
る
が
、

横
長
帳
に
は
、
相
親
本
人
、
相
親
の
母
、
妻
、
娘
（
お
そ
ら
く
同
居
家
族
全
員
分
）
の
親

類
に
及
ぶ
提
出
し
た
書
付
の
全
文
を
書
き
写
し
て
い
る
。

　
　

文
政
五
年
四
月
五
日
条

　

四
月
二
日
に
提
出
し
た
、
親
類
参
会
音
信
の
届
け
に
対
し
て
、
こ
の
日
、
藩
か
ら
許

可
す
る
書
付
が
届
い
て
い
る
。
横
半
帳
で
は
、
こ
の
件
に
つ
い
て
「
親
類
参
会
勝
手
次

第
之
口
達
被
相
渡
」
と
の
み
記
さ
れ
る
が
、
横
長
帳
で
は
、「
左
之
口
達
書
主
礼
殿
被

相
渡
候
付
向
座
へ
罷
越
及
挨
拶
」
と
記
し
た
上
で
、
口
達
の
表
書
き
と
内
容
を
書
き

写
し
て
い
る
（
10
）
。

　

な
お
、
こ
の
日
の
横
長
帳
に
は
、
先
に
見
た
同
年
五
月
二
十
三
日
の
自
身
の
改
名

に
つ
い
て
、
藩
主
の
意
向
と
し
て
福
地
主
礼
か
ら
内
示
が
あ
り
、
候
補
の
名
前
を
提

出
す
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
こ
と
も
記
し
て
い
る
。

　
　

文
政
五
年
四
月
十
五
日
条

　

こ
の
日
、
上
屋
敷
に
あ
っ
た
長
屋
へ
引
越
し
た
。
こ
の
記
述
は
、
両
日
記
に
ほ
ぼ
同

内
容
で
記
さ
れ
る
が
、
横
長
帳
に
は
「
但
右
ニ
付
御
作
事
奉
行
中
へ
紙
面
ニ
て
申
遣

候
事
」
と
い
う
但
し
書
き
が
あ
る
。
こ
こ
で
も
事
務
手
続
き
に
つ
い
て
、
誰
に
何
を
提

出
し
た
か
明
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
横
長
帳
の
み
の
情
報
と
し
て
、
自
分
の
家
来
二
名

に
対
す
る
加
増
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
一
方
、
横
半
帳
の
み
、
夜
の
訪
問
者
名
が
記

さ
れ
る
。

　
　

文
政
十
三
年
三
月
二
十
三
日
条

　

両
日
記
に
共
通
す
る
記
述
と
し
て
、
筆
頭
家
老
で
三
原
浅
野
家
当
主
浅
野
筑
後
と

面
会
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
藩
主
の
江
戸
滞
在
期
間
中
に
、
浅
野
筑
後
は
二
度
、

三
原
に
戻
る
予
定
が
あ
る
こ
と
を
相
親
は
本
人
か
ら
聞
か
さ
れ
た
。
横
半
帳
は
聞
き

取
り
の
内
容
と
記
す
に
留
ま
る
に
対
し
、
横
長
帳
で
は
、
服
装
、
面
会
し
た
場
所
と
部

屋
、
自
分
が
会
釈
し
た
場
所
と
対
面
時
の
位
置
関
係
、
用
済
み
後
の
送
り
方
、
随
行
者

へ
の
挨
拶
の
有
無
な
ど
に
つ
い
て
記
し
て
い
る
。
こ
の
日
の
横
長
帳
に
は
こ
の
記
事

の
み
だ
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
情
報
は
横
半
帳
よ
り
豊
富
で
あ
る
。
な
お
、
横
半
帳
に

は
、
同
日
の
藩
主
の
動
向
や
相
親
宅
へ
の
夜
の
訪
問
者
を
記
す
。

3　
両
日
記
の
特
色
と
性
格

　

こ
こ
ま
で
両
日
記
に
記
述
さ
れ
る
情
報
の
種
類
や
性
格
に
つ
い
て
、
文
政
五
年
と

十
三
年
の
中
か
ら
特
徴
的
な
日
を
抽
出
し
て
比
較
検
討
し
た
。
両
日
記
の
特
徴
は
そ

れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
横
長
帳
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

　

①�　

式
の
次
第
、
進
行
、
会
場
及
び
出
席
者
の
着
座
場
所
と
い
っ
た
儀
礼
・
作
法
に

関
わ
る
記
述
が
充
実
し
て
い
る
。
ま
た
、
実
態
と
規
則
や
慣
例
と
異
な
る
場
合
、

そ
の
旨
を
註
記
し
て
い
る
。

　

②�　

公
文
書
等
に
つ
い
て
、
横
長
帳
で
は
本
文
の
文
面
の
み
な
ら
ず
、
料
紙
の
選
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択
や
形
態
、
包
み
な
ど
の
情
報
を
記
す
。
中
に
は
簡
単
に
図
入
で
記
し
て
い
る

例
も
あ
る
。

　

③　

儀
式
や
訪
問
の
際
の
服
装
・
供
連
の
編
成
の
情
報
が
詳
し
い
。

　

④�　

自
身
の
改
名
や
聟
養
子
の
手
続
き
、
屋
敷
替
え
な
ど
に
つ
い
て
、
毎
日
記
さ

れ
一
連
の
進
め
方
が
文
書
の
写
し
と
と
も
に
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

一
方
の
横
半
帳
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

①　

一
年
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
日
の
記
述
が
あ
る
。

　

②　

そ
の
日
の
天
気
な
ど
気
象
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

③　

自
身
の
当
日
の
勤
務
に
つ
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。

　

④　

藩
内
の
人
事
異
動
（
御
用
召
）を
詳
細
に
記
し
て
い
る
。

　

⑤　

藩
主
側
近
で
の
勤
務
で
は
当
日
の
藩
主
の
動
向
も
記
載
す
る
。

　

⑥�　

退
勤
後
の
私
的
な
動
向
の
記
述
が
あ
る
。
事
例
の
比
較
で
は
示
さ
な
か
っ
た

が
、
江
戸
滞
在
中
の
文
政
五
年
に
は
、
風
呂
を
沸
か
し
た
日
、
そ
の
日
入
浴
の
た

め
に
訪
問
者
名
も
記
さ
れ
て
い
る
（
11
）
。

　

こ
う
い
っ
た
情
報
は
横
長
帳
に
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
れ
ら
か
ら
両
日
記
の
性
格
に

つ
い
て
あ
る
程
度
は
指
摘
で
き
る
。　

　

横
長
帳
に
つ
い
て
は
、
相
親
の
年
寄
（
格
）
在
職
期
間
と
重
複
す
る
こ
と
か
ら
、
公

務
上
で
求
め
ら
れ
る
判
断
材
料
と
す
べ
き
知
識
や
様
々
な
公
務
・
儀
式
・
儀
礼
（
書
札

礼
を
含
む
）・
慣
例
な
ど
を
詳
し
く
書
き
留
め
た
も
の
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。
藩
政
運

営
上
の
重
要
な
出
来
事
を
選
択
し
て
記
述
さ
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
天
保
七
～
九
年
の
記
事
が
記
載
さ
れ
る
第
五
冊
目
の
横
長
帳
の
日
記

に
、
藩
主
斉
粛
が
少
将
に
昇
進
し
た
際
の
祝
い
の
席
を
記
し
た
一
紙
が
挟
み
込
ま
れ

て
い
る
。
そ
こ
に
は
会
場
の
図
と
文
字
で
、
そ
の
席
の
様
子
を
相
親
が
記
録
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
末
尾
に
「
委
敷
ハ
手
扣
之
通
也
」
と
記
さ
れ
る
。
実
際
に
こ
の
一
紙
が

挟
ま
れ
て
い
た
横
長
帳
に
は
、
こ
の
席
の
様
子
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
手

扣
」
が
横
長
帳
を
差
す
蓋
然
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
横
長
帳
の
性
格
を
端
的
に

示
し
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
れ
に
対
し
、
横
半
帳
は
、
記
述
内
容
は
公
務
を
中
心
と
し
つ
つ
、
藩
内
の
御
用
召

（
人
事
異
動
）
も
逐
一
書
き
留
め
て
お
り
、
退
勤
後
の
交
友
関
係
も
含
め
た
日
々
の
記

録
と
言
え
る
。
横
長
帳
に
も
「
委
細
は
日
記
ニ
有
之
候
事
」（
天
保
七
年
十
一
月
廿
六

日
条
）
な
ど
と
言
っ
た
表
記
が
散
見
さ
れ
、
相
親
は
こ
ち
ら
を
「
日
記
」
と
呼
び
、
横
長

帳
と
区
別
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
な
ぜ
、
今
中
相
親
は
二
種
類
の
日
記
を
残
し
た
の
か
。
検
証
す
る
具
体
的
な

根
拠
史
料
は
な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
広
島
藩
に
お
い
て
、
江
戸
時
代
中
期
以
降
、
執
政

職
と
し
て
設
置
さ
れ
た
年
寄
職
は
、
世
襲
制
で
は
な
く
能
力
本
位
で
登
用
さ
れ
た
一

般
の
藩
士
達
で
あ
っ
た
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

執
政
と
し
て
の
公
務
に
当
た
っ
て
、
様
々
な
仕
来
り
や
慣
例
・
作
法
・
儀
式
な
ど
は
、

あ
る
程
度
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
個
別
具
体
的
な
事
案
に

つ
い
て
は
、
そ
の
時
々
に
確
認
し
た
り
判
断
し
た
り
す
る
必
要
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

実
際
に
行
な
わ
れ
た
状
況
が
、
慣
例
と
異
な
る
場
合
も
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。

年
寄
職
に
あ
る
者
が
、
こ
う
い
っ
た
事
柄
を
含
め
た
必
要
事
項
の
摘
要
と
し
て
再
編

集
し
た
「
日
記
」
を
作
成
し
、
藩
政
の
中
枢
と
し
て
職
務
を
無
事
に
推
敲
す
る
た
め
の

参
考
資
料
と
し
た
も
の
と
考
え
た
い
。
管
見
で
は
今
中
相
親
以
外
の
年
寄
職
経
験
者

の
日
記
史
料
は
確
認
で
き
て
お
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
摘
要
日
記
の
作
成
が
年
寄
職
に

必
ず
伴
う
作
業
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
断
定
で
き
な
い
が
、
中
老
格
に
昇
進
し
た
後

の
今
中
相
親
は
横
長
帳
の
日
記
を
編
纂
し
て
お
ら
ず
、
年
寄
職
に
伴
う
も
の
で
あ
っ
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た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
せ
る
（
12
）
。

　

年
寄
職
以
外
の
者
は
作
ら
な
か
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
今
中
文
庫
に
あ

る
も
う
一
つ
の
日
記
で
あ
る
今
中
相
愛
（
大
衛
、
相
親
の
跡
目
）
の
日
記
は
示
唆
的
で

あ
る
。
こ
の
日
記
は
横
半
帳
で
あ
り
、
出
仕
し
た
年
か
ら
晩
年
ま
で
の
長
期
に
わ
た

る
日
々
の
記
録
で
あ
る
。
相
親
の
横
半
帳
の
日
記
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
相

愛
に
は
横
長
帳
に
相
当
す
る
日
記
は
存
在
し
な
い
。
幕
末
期
に
、
軍
方
の
ト
ッ
プ
で

あ
る
番
頭
を
務
め
た
藩
の
重
鎮
で
あ
り
な
が
ら
、
ま
た
父
親
が
遺
し
た
手
本
と
な
り

う
る
横
長
帳
の
日
記
が
手
元
に
あ
り
な
が
ら
、
大
衛
本
人
は
横
長
帳
を
一
冊
も
作
成

し
て
い
な
い
の
は
、
や
は
り
年
寄
職
に
就
任
し
な
か
っ
た
た
め
作
成
し
な
か
っ
た
も

の
と
考
え
た
い
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
両
日
記
の
比
較
を
通
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
と
と
も
に
横
長
帳
の
作
成
意

図
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。
こ
こ
で
は
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
上
で
、
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
触
れ
、
若
干
の
補
足
を
し
て
お
き
た
い
。

　

今
回
、
今
中
相
親
が
年
寄
格
職
に
就
任
し
、
通
年
江
戸
に
滞
在
し
て
い
た
文
政
五

年
と
、
現
存
す
る
横
長
帳
の
中
で
通
年
広
島
に
滞
在
し
て
い
た
最
も
古
い
文
政
十
三

年
に
限
っ
て
、
両
日
記
を
比
較
し
た
。
た
だ
、
文
政
五
年
と
文
政
十
三
年
は
、
今
中
大

学
が
横
長
帳
の
記
録
を
始
め
た
ご
く
初
期
の
も
の
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
二
年
分
の

比
較
だ
け
で
は
、
二
種
類
の
日
記
の
特
色
の
抽
出
と
い
う
の
は
、
不
十
分
で
あ
る
の

は
否
め
な
い
。

　

ま
た
、
両
日
記
に
見
え
る
「
別
帖
（
ま
た
は
帳
）
」
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
文

政
五
年
で
は
「
別
帖
」
の
表
記
は
五
月
朔
日
の
記
事
に
見
え
る
（
13
）
。
実
際
、
横
長
帳
全

十
二
冊
中
、「
別
帖
」
と
い
う
記
述
は
、
四
十
数
ヶ
所
あ
っ
た
。
筆
写
は
当
初
、
こ
の
「
別

帖
」
が
横
半
帳
を
指
す
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
た
の
だ
が
、
横
長
帳
に
「
別
帖
」

と
記
さ
れ
る
同
日
の
横
半
帳
に
も
同
様
の
記
述
が
あ
り
、
日
記
と
は
別
の
帖
面
を
作

成
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
た
。
今
中
相
親
は
案
件
別
に
、
詳
細
を
帖
面
に
ま
と
め
、
そ

れ
ら
を
日
記
と
共
に
保
管
し
て
い
た
よ
う
だ
。『
目
録
』
内
に
も
、
史
料
の
表
題
か
ら

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
と
み
ら
れ
る
帳
面
類
が
数
点
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
具
体
的

に
両
日
記
に
見
え
る
「
別
帖
」
の
記
述
と
該
当
す
る
も
の
は
、
筆
者
は
未
確
認
で
、
今

中
文
庫
に
ど
の
程
度
残
さ
れ
て
い
る
の
か
、
今
後
確
認
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
。「
別

帖
」
は
横
長
帳
や
横
半
帳
の
記
述
を
補
う
も
の
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。

 
 

話
を
両
日
記
に
戻
す
と
、
結
局
、
横
長
帳
は
横
半
帳
を
基
本
資
料
と
し
て
、
藩
府
と

交
わ
す
書
類
（
控
え
も
含
む
）
、
書
簡
（
来
簡
と
相
親
か
ら
の
書
状
の
控
え
）
、「
別
帖
」

等
を
素
材
に
、
先
に
見
た
目
的
に
適
っ
た
内
容
・
情
報
を
抽
出
ま
た
は
再
整
理
し
て

編
纂
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

横
半
帳
は
、
横
長
帳
を
作
成
す
る
上
で
素
材
と
し
て
使
用
さ
れ
た
基
本
資
料
で
は

あ
る
が
、
唯
一
の
素
材
で
は
な
い
。
横
長
帳
が
横
半
帳
の
抄
録
で
は
な
い
こ
と
は
先

述
の
と
お
り
で
あ
る
。
今
中
相
親
が
年
寄
職
を
務
め
る
中
で
、
業
務
内
容
や
儀
礼
・
書

札
礼
に
つ
い
て
抽
出
し
た
横
長
帳
と
、
彼
が
日
々
書
き
綴
っ
た
横
半
帳
と
は
、
基
本

的
に
性
格
が
異
な
る
「
日
記
」
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
上
で
取
り
扱
う
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う
。

　

儀
礼
や
書
札
礼
に
つ
い
て
は
横
長
帳
の
記
述
の
方
が
よ
り
豊
富
な
情
報
を
含
ん
で

い
る
。
一
方
で
日
々
の
暮
ら
し
の
様
子
や
天
候
及
び
地
震
な
ど
の
自
然
現
象
、
御
用

召
（
役
職
や
石
高
な
ど
人
事
異
動
）
の
情
報
、
藩
士
な
ど
の
具
体
的
な
個
人
名
を
知
る



－ 45 －

二つの 「今中大学日記」 の比較による両日記の性格と特色

に
は
、
横
半
帳
の
記
述
が
貴
重
な
情
報
源
と
な
り
得
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

日
記
は
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
幕
末
期
に
か
け
て
半
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
広
島
藩

の
藩
政
の
展
開
の
み
な
ら
ず
武
家
社
会
の
儀
礼
関
係
に
関
す
る
情
報
、
さ
ら
に
は
当

時
の
気
象
情
報
、
自
然
現
象
、
災
害
な
ど
を
伝
え
る
記
録
類
と
言
え
よ
う
。

　

最
後
に
補
足
と
し
て
、
料
紙
及
び
形
態
か
ら
見
た
両
日
記
の
性
格
の
違
い
に
つ
い

て
触
れ
て
お
き
た
い
。
両
日
記
と
も
料
紙
は
半
紙
で
あ
る
。
半
紙
の
横
半
帳
は
、
広

島
藩
で
は
一
般
に
、
私
的
な
手
控
え
や
日
記
な
ど
の
記
録
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、
同
じ
半
紙
で
も
横
長
帳
は
、
横
半
帳
に
比
べ
、
製
作
者
に
と
っ
て
重

要
度
が
よ
り
高
い
記
録
類
で
あ
る
場
合
が
多
い
と
さ
れ
る
（
14
）
。

　

こ
れ
に
準
ず
れ
ば
、
横
半
帳
よ
り
も
横
長
帳
の
方
が
重
要
度
が
高
い
も
の
と
推
測

さ
れ
る
が
、
こ
れ
は
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
横
長
帳
の
持
つ
性
格
と
も
整
合
す
る
。
実

際
に
、
横
長
帳
は
虫
損
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の
に
対
し
、
横
半
帳
は
虫
損
に
よ
る
傷
み

が
激
し
い
。
横
長
帳
の
保
存
状
態
が
横
半
帳
よ
り
も
格
段
に
良
好
な
の
は
、
保
管
の

さ
れ
方
、
す
な
わ
ち
扱
わ
れ
方
の
差
を
反
映
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
は
言
え
、
横

長
帳
の
料
紙
も
半
紙
で
あ
り
、
私
的
ま
た
は
家
内
用
の
記
録
と
し
て
作
成
さ
れ
た
と

推
察
さ
れ
る
。
広
島
藩
で
は
公
的
な
記
録
に
は
、
半
紙
よ
り
一
回
り
大
き
な
諸
口
紙

が
使
用
さ
れ
る
の
が
通
例
と
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
（
15
）
。

註1　

『
今
中
文
庫
目
録
』（
広
島
大
学
図
書
館
開
発
室
編
、
二
〇
〇
六
年
）

2　

『
広
島
県
史　

近
世
2
』（
広
島
県
、
一
九
八
四
年
）
一
三
五
八
頁

3�　

藤
川
功
和
「
近
世
後
期
の
今
中
家
と
広
島
藩
-
今
中
文
庫
収
蔵
資
料
を
用
い
て
-
」（
前
掲

『
今
中
文
庫
目
録
』
所
収
）
三
八
頁

4　

同
左
。

5�　

森
本
幾
子
「
天
保
期
藩
政
と
二
葉
山
御
社
造
営
事
業
」（
『
芸
備
地
方
史
研
究
』
第
三
〇
七

号
、
二
〇
一
七
年
）

6�　

久
下
実
「
天
保
～
安
政
期
の
広
島
藩
「
改
革
派
」・「
保
守
派
」
の
対
立
の
真
相
に
つ
い
て
～

「
今
中
大
学
日
記
」
に
よ
る
再
検
証
～
」（
『
芸
備
地
方
史
研
究
』
第
三
二
七
号
に
二
〇
二
四
年

刊
行
予
定
。
）

7　

前
掲
森
本
論
文　

註
24

8�　

『
目
録
』
三
十
九
ペ
ー
ジ
に
は
日
記
の
現
存
状
況
を
○
で
示
す
一
覧
表
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

横
長
帳
に
つ
い
て
、
文
政
五
年
と
六
年
は
合
冊
と
な
っ
て
お
り
、
文
政
六
年
に
○
印
が
付
い

て
い
な
い
の
は
記
載
漏
れ
と
み
ら
れ
る
。

9�　

横
長
帳
に
は
、
全
十
二
冊
を
通
し
て
、
藩
府
と
や
り
と
り
を
し
た
書
類
な
ど
に
つ
い
て
、

紙
の
種
類
や
書
式
、
形
態
な
ど
を
記
述
し
て
お
り
、
広
島
藩
の
書
冊
礼
・
料
紙
の
研
究
を
し

て
お
ら
れ
る
石
川
良
枝
氏
に
よ
れ
ば
、
全
十
二
冊
を
通
じ
て
百
三
十
九
事
例
が
記
載
さ
れ
て

い
る
と
い
う
。

10�　

こ
の
口
達
は
、
原
本
が
今
中
文
庫
に
現
存
し
て
い
る
（
C
50
―
95
）
。
た
だ
し
、
横
半
帳
に

は
、
藩
府
か
ら
の
書
付
や
口
達
が
ま
っ
た
く
記
さ
れ
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
例
え
ば
表
4
に

見
え
る
文
政
十
三
年
二
月
二
十
日
の
養
子
許
可
の
書
付
の
内
容
は
、
両
日
記
に
文
面
が
記
さ

れ
て
い
る
。
と
は
言
う
も
の
の
、
届
い
た
書
付
や
口
達
、
提
出
し
た
書
類
の
控
え
な
ど
の
文

書
類
の
具
体
的
な
内
容
は
横
長
帳
の
方
が
卓
越
し
て
い
る
。

　

�　

な
お
、
こ
の
文
書
の
よ
う
に
横
長
帳
の
中
に
書
き
写
さ
れ
て
い
る
現
物
が
今
中
文
庫
の
中

に
確
認
で
き
る
事
例
は
か
な
り
多
い
と
み
ら
れ
る
。
中
に
は
『
目
録
』
の
リ
ス
ト
の
中
で
「
年

不
詳
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
横
長
帳
の
記
述
と
照
合
す
る
こ
と
で
年
が
確
定
で
き
る
も

の
も
多
く
、
さ
ら
に
は
『
目
録
』
で
推
定
さ
れ
て
い
る
年
代
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
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き
る
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

11�　

 

例
え
ば
、
横
半
帳
の
文
政
五
年
一
月
十
七
日
な
ど
。
風
呂
に
つ
い
て
は
、
在
江
戸
の
仲
間

内
で
相
互
に
利
用
し
て
い
た
よ
う
だ
。

12�　

中
老
格
に
就
任
し
た
相
親
は
、
当
該
役
向
き
に
伴
う
書
類
を
控
え
た
「
御
中
老
格
控
」（
今

中
文
庫
A3
|
1
）
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
安
永
年
間
に
中
老
格
を
務
め
た
浅
野
外
守
が
作

成
し
た
同
様
の
控
え
を
書
写
し
て
所
持
し
て
い
た
。
ま
た
、
相
親
の
用
人
時
代
に
つ
い
て
は

不
明
で
あ
る
が
、
文
政
年
間
に
江
戸
詰
の
用
人
並
、
天
保
年
間
に
用
人
を
務
め
た
賀
屋
加
仲

太
は
、
先
輩
格
の
用
人
で
あ
っ
た
山
本
屯
が
所
持
し
て
い
た
「
御
用
人
心
覚
」
を
書
写
し
所

有
し
て
い
た
（
西
村
晃
『
平
成
十
二
年
度
収
蔵
文
書
展　

賀
屋
家
文
書
展　

賀
屋
家
の
人
々
』

広
島
県
立
文
書
館　

二
〇
〇
〇
年
）
。
広
島
藩
で
は
、
中
期
以
降
、
藩
政
の
中
枢
を
担
う
役
職

に
必
ず
し
も
家
格
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
能
力
重
視
に
よ
っ
て
藩
士
が
登
用
さ
れ
て
き
た
が
、
こ

れ
ら
の
事
例
か
ら
、
藩
庁
が
役
職
別
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た

実
態
が
窺
い
知
れ
る
。
本
稿
で
取
り
扱
っ
た
横
長
帳
の
日
記
も
そ
の
類
い
と
し
て
解
し
た
い
。

13�　

同
日
の
記
事
に
「
一　

此
度
替
被
下
候
浅
野
志
馬
／
屋
敷
へ
引
移
候
事
／
但
、
行
列
書
其

外
共
別
帖
ニ
／
委
敷
記
し
有
之
候
事
」
と
記
さ
れ
る
。 

14�　

石
川
良
枝
氏
に
よ
る
と
、
頼
春
水
が
残
し
た
文
書
群
に
同
様
の
事
例
が
見
ら
れ
る
。
私
的

な
記
録
「
春
水
日
記
」
は
半
紙
の
横
半
帳
な
の
に
対
し
、「
逸
史
御
写
本
写
達
万
扣
」
や
「
十
四

畳
之
間
建
続
諸
扣
」
な
ど
春
水
の
跡
を
継
ぐ
将
来
の
頼
家
当
主
の
た
め
に
作
成
し
た
と
見
ら

れ
る
控
え
類
は
半
紙
の
横
長
帳
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
料
紙
選
択
は
同
藩
家
中
の
帖
面
作

成
の
慣
例
と
考
え
ら
れ
る
。 

15�　

石
川
良
枝
「
諸
口
紙
に
関
す
る
一
考
察
」（
『
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要　

第

二
十
一
号
』
二
○
二
○
年
）
。
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本
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取
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い
。
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